
～金沢大学・JAXA連携シンポジウム～

[お問い合わせ]jAXA宇宙航空研究開発機構宇宙環境利用センターきぼう利用プロモーション室〒305-8505茨城県つくば市千現2-1-1

E-mail･kibo-promotion＠jaxa､jpjAXA宇宙航空研究開発機構:www､jaxa・jpきぼう利用フォーラム：kiboforumjaxajp

金沢大崇創基150年記念

｢醐演会･シンポジウム｣シリーズ票含包同

宇宙へ

※プログラムは恋寧になる可能性があります

金沢発、

主催：金沢大学､宇宙航空研究開発機構(JAXA）

後援:石川県､金沢市教育委員会､財団法人金沢コンベンションビューロー､金沢大学イノベーション創成センター協力会

☆講演会場では宇宙実験に関するパネルや模型などを展示します
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Z2箇因 13：so～1フ:30開催日時：2011年

開催会場:金沢市文化ホール2階｢大集会室」

P ROGRAM 戸'

14:50～

14930～

13:30～開会挨拶金沢大学長中村信一

第1部:金沢大学発､宇宙探査の夢
座長:金沢大学理工研究域数物科学系教授村上敏夫

第2部:宇宙から得る健康／～｢きぼう｣の成果を活かして～
座長:金沢大学環日本海域環境研究センター教授清水宣明

15:30～第22/23次ISS長期宇宙滞在報告

JAXA宇宙飛行士野口聡-

16:00～質問コーナー

16:1o～宇宙で生き物はどうなるの

JAXA宇宙環境ﾘ用センター船内利用ﾐｯｼｮﾝグループ矢野幸子

16:30～キンギョのウロコを使って宇宙実験

金沢大学環日本海域環境研究センター准教授鈴木信雄

16:50～骨を強くする運動：

ウロコから得られた新しい事実とヒトへの応用

金沢大学医薬保健研究域保健学系准教授北村敬一郎

17:10～質問コーナー

17:20～閉会挨拶JAXA宇宙環境利用センター長吉村善範

宇宙(電離層)の発見から始まるときめきサイエンス

金沢大学理事(研究･国際担当）．副学長長野勇

はやぶと探査機搭載イオンエンジン

JAXA宇宙科学研究所宇宙輸送工学研究系教授園中均

宇宙の電波を見るセンサ

金沢大学理工研究域電子情報学系教授八木谷聡

自分で考える電波受信器

金沢大学総合メディア基塗センター教授笠原禎也

宇宙最大の爆発｢ガンマ線バースト｣を探る

金沢大学理工研究域数物科学系助教米徳大輔

質問コーナー
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～金沢大学。JAXメ

座長・講演者
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第1部金沢大学発､宇宙探査の夢
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[座長］村上敏夫(むらかみとしお）

金 沢 大 学 理 工 研 究 域数物科学系教授
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1975年名古屋大学大学院中退､東京大学宇宙航空研究所助手

1990年文部省宇宙科学研究所助教授

1998年東京工業大学連携助教授

ZOO1年金沢大学理学部教授

2010年」SPEC(lSAS-jAXA)と共同でlKAROS衛星にガンマ線バースト偏光検出器(GAP)を搭載。

長くISASUAXA)で科学衛星開発に従事｡一貫して､X線バーストやガンマ線バーストを研究。

宇宙(電離層)の発見から始まるときめきサイエンス

長野葵(ながのいさむ）

金沢大学理事(研究・国際担当）・副学長

1968年金沢大学工学部電気工学科卒、1970年同大学院修士課程修了、1980年工学博士(京

都大学)、1983-84年NASA/jPLNRC研究員､1987年金沢大学工学部教授､同年より現職。

その間、電離層プラズマ中を伝搬する電波をコンピュータにより正確に計算する手法を開発し、

低周波電波が電離層を通過する機構を解明した。またそれを利用して地上の電波をロケットで

観測し、それまで困難であった電離層下部の電子密度の測定に成功した。その後、日本の科学

衛星プロジェクト(あけぼの、ジオテイル、のぞみ)に参画し､宇宙プラズマ中の電波を観測する

センサ並びに受信機の開発に従事した。現在では理事(研究･国際担当)として、金沢大学の｢強

い研究分野｣を伸ばす一方で、留学生の大幅な増員など国際化にも尽力している。

はやぶさ探査機搭載イオンエンジン

脳巾均(くになかひとし）

jAXA宇宙科学研究所･宇宙輸送工学研究系・教授

1983年3月、京都大学工学部航空工学科卒業。

1988年3月、東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。同年4月､文部省宇宙科学研究所

助手。2000年1月同助教授。2005年4月より現職｡工学博士。東京大学大学院工学系研究科

学際工学教授併任。1988年～1996年､宇宙実験･観測フリーフライヤーSFUプロジェクトに

従事。1996年～2010年、はやぶさ小惑星探査プロジェクトのためのマイクロ波放電式イオン

エンジンの開発・運用を担当。豪州カプセル回収作業の安全主任。2010年度文部科学大臣特

別賞受賞。



宇宙の電波を見るセンサ

八木谷聡(やぎたにさとし）

金沢大学理工研究域電子情報学系教授

1988年金沢大学工学部電気・情報工学科卒業。1993年金沢大学大学院博士課程修了。金沢

大学助手､講師､助教授(准教授)、米国ミネソタ大学客員研究員などを経て､2009年より現職。

専門は電波情報工学。これまでに打ち上げられたjAXAの科学衛星(あけぼの、ジオテイル、

のぞみ)プロジェクトに参画し､主に電離圏、磁気圏などの宇宙空間で観測されるプラズマ波動

(電波)に関する研究を行っている。現在は特に2014年打ち上げ予定の水星探査衛星｢ベピ・

コロンボMMO｣をはじめ将来の科学衛星に搭載される高性能電波センサ(交流磁界センサ）

の開発に従事している。一方で、衛星搭載の電波センサ技術を応用して、身の周りの電子機器

などから発生する電波を｢可視化する｣技術の開発研究も行っている。

自分で考える電波受信器

笠原禎也(かさはらよしや）
金沢大学総合メディア基盤センター教授

1989年京都大学工学部電気工学第二学科卒業。1992年京都大学大学院博士課程を中退し､京

都大学工学部助手に着任｡京都大学大学院情報学研究科助手､金沢大学工学部助教授､同．総合

メディア基盤センター助教授(准教授)を経て､2009年より現職｡専門は通信情報工学。これまで

にあけぼの､ジオテイル等のjAXAの科学衛星プロジェクトに参画し､月探査衛星｢かぐや｣搭載の

自然波形捕捉器(WFC)、水星探査衛星｢ベピ･コロンボMMO｣搭載のプラズマ波動観測器

(PWl)の衛星機上処理ソフトウェア開発を主担当するほか､大容量のデータベースを用いた高度

情報処理・知識発見技術の開発や､知的信号処理法を活用した宇宙空間中の電波の伝搬・生成

メカニズムの研究等に従事している。

宇宙最大の爆発｢ガンマ線バースト」を探る

一一一 米徳大輔(よれとくだいすけ）

金沢大学理工研究域数物科学系助教

ZOO2年より現職｡2004年に東京工業大学にて博士(理学)取得｡宇宙最大の爆発「ガンマ線バー

スト｣の観測をテーマに､人工衛星に搭載する装置開発や望遠鏡を使った観測を行っている。

2010年5月21日に打ち上げられたソーラー電力セイル実証機lKAROSにガンマ線バースト偏光

観測装置を搭載した。最近はガンマ線バーストを使って宇宙が誕生して間もない頃の様子を議論

する｢宇宙論｣分野に興味を持っている。日本物理学会第1回若手奨励(2007年)、科学技術分野

の文部科学大臣表彰若手科学者賞(2009年)を受賞。

第2部宇宙から得る健康／～｢きぼう｣の成果を活かして～

[座長］清水宣明(しみずのぶあき）

金沢大学環日本海域環境研究センター教授

1974年金沢大学大学院工学研究科修士課程を修了、同年金沢大学医学部助手(生理学講座)、

その後九州大学医学部助手､講師を経て1993年金沢大学工学部助教授。

1997年同大学工学部教授､2002年より現職｡九州大学では内在性生理活性物質による中枢性

摂食調節機構に関する研究に従事し､大脳視床下部(摂食中枢)に存在する化学感受性ニューロン

の役割を明らかにした。さらに近年では､バイオサイエンスに関する基礎知識の工学的応用・利用

を目指して､生物の有するさまざまな分子認識機構や触媒機能に着目した先端医療技術､環境浄

化技術、および遺伝子組換え微生物の開発研究などに従事している。



特別講演第22/23次ISS長期宇宙滞在報告

野口聡一(のぐちそういち）

lAXA宇宙飛行士

1991年東京大学大学院修士課程修了後､石川島播磨重工業､NASDA(現jAXA)を経て､1996年

にNASAが実施する第16期宇宙飛行士養成コースに参加。2001年4月国際宇宙ステーション

(ISS)組み立てミッションであるスペースシャトル(STS－114)の搭乗員に任命され､2005年7月

スペースシャトル｢ディスカバリー号｣によるSTS－114ミッションに参加。3回の船外活動のリーダー

として活躍｡lSS第22次／第23次長期滞在クルーを務めた後､2009年12月に日本人初のソユーズ

宇宙船フライトエンジニアとして､ソユーズTMA-17宇宙船(21S)に搭乗｡ISS第22次／第23次

長期滞在クルーのフライトエンジニアとしてlSSに約5ヶ月半滞在し、「きぼう｣日本実験棟ロボット

アームの子アーム取付けや実験運用などを実施。滞在中はtwitterを利用して文章や画像のやり

取りをし､地上の人々と積極的な交流を実現した｡通算宇宙滞在期間は177日3時間5分で日本人

最長を記録｡Twitterのフオロワー数は37万人を超す(2011年6月現在)。

宇宙で生き物はどうなるの

矢野幸子(やのさちこ）

jAXA宇宙環境利用センター船内利用ミッショングループ

1997年4月宇宙開発事業団､現在の宇宙航空研究開発機構OAXA）宇宙環境利用センター勤務。

2010年10月から主任開発員。専門は宇宙重力生物学、宇宙生物実験技術開発。宇宙での実験条件

での組み合わせ試験の実施､実験計画の作成､NASAとの調整業務を担当している。1998年スペー

スシャトルSTS-95での宇宙植物生長実験に使用する容器の設計､宇宙飛行士の実験操作訓練を行っ

た。その他、航空機を用いた短時間の微小重力検証実験などに従事し、宇宙ステーションの日本の

実験棟きぼうの中で使用する生物実験装置の開発と2008年夏からきぼうで行われている複数のライ

フサイエンス実験の準備と実施を担当。特に植物栽培実験とウロコの培養実験では主担当を務めた。

キンギョのウロコを使って宇宙実験

／密J奄菟

一口一一

鈴木信雄(すずきのぶお）

金沢大学環日本海域環境研究センター准教授

1988年富山大学理学研究科生物学専攻博士前期課程修了､宝幸水産(株)食品総合研究所研究員

を経て金沢大学理学部附属臨海実験所助手､その間広島大学で博士号を取得。2010年から現職。

日本動物学会､日本比較内分泌学会､日本宇宙生物科学会､日本水産学会､日本薬学会､日本骨代

謝学会、日本水環境学会などに所属｡著書に｢ホルモンハンドブック新訂eBook版｣、「身近な動物

を使った実験､第3章キンギョ｣などがある。専門分野は､魚のホルモン､特に骨代謝に関与する

ホルモンの研究であり､現在は魚のウロコを骨のモデルとして用いて､ホルモン等の生理活性物質

やカドミウム等の環境汚染物質､さらに微小重力や磁場等の物理的刺激の応答解析に関する研究

に従事する。

骨を強くする運動:ウロコから得られた新しい事実とヒトへの応用

北村敬一郎(きたむらけいいちろう）

金沢大学医薬保健研究域保健学系准教授

1981年3月金沢大学医療技術短期大学部卒業｡同年4月臨床検査技師国家資格を取得し金沢大学

附属病院検査部に勤務｡2002年3月金沢大学大学院自然科学研究科生命科学専攻博士課程修了。

同年5月金沢大学医学部保健学科助教授｡2008年4月金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻

准教授､現在に至る｡所属学会は､日本循環器学会､日本分子生物学会､日本生体医工学会､日本

骨代謝学会、日本宇宙生物学科学会など｡非拘束､非侵襲的に生体情報を測定する検査法の開発と

その臨床応用に関する研究､およびウロコを骨のモデルとした骨代謝に関する研究に従事している。


